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山口県教育委員会が主催するやまぐちサイエンス

キャンプ２０２５が６月８日（日）に山口大学吉田キャン
パスで開催されました。本キャンプは、山口大学理学
部において観察、実験、実習などの体験的な活動を行
い、サイエンスに関わる魅力・おもしろさを実感し、
解決が困難な課題に対して自ら挑戦する意欲の向上な
どを図るためのもので、このたびは数学、情報、物理、
化学、生物、地学の６つの講座が実施されました。本
校からは、探究科の２年次生４人と文理探究科の１年
次生１人が参加し、情報に１人、生物に２人、地学に２人の生徒が、それぞれ受講しました。 
生物の講座では、ＤＮＡの性質をもとにして突然変異が起こるしくみについて学ぶとともに、

参加した生徒の髪の毛からＤＮＡを抽出し、抽出した溶液からＰＣＲ法によりＡＬＤＨ２遺伝子を
増幅しました。ＡＬＤＨ２遺伝子は、酵素をつくるための遺伝子の１つで、
肝臓などでエタノールから生じたアセトアルデヒドを酸化する酵素をつ
くります。実験では、増幅したＡＬＤＨ２遺伝子をアガロース電気泳動によ
り分離し、遺伝子型の判別を行いました。さらに、エタノールパッチテス
トの結果と比較し、エタノールを分解する能力について考察しました。 
地学の講座では、地震と断層につ

いて学んだのち、つるまきばねとス
ライダーを用いて地震のときにお
こる岩盤の滑り方を比較しました。

モデル実験により、岩盤と岩盤の間の摩擦が大きく、限
界を超えたときに大きくすべる固着すべりにより大地
震が起こることを、実際に確かめることができました。 
講義や観察、実験などの合間には、大学の実験施設を

見学する機会もありました。このたびの経験を生かし
て、将来の進路を選択してください。 

 

 
探究科の２年次生が発展探究の授業で取り組む課題

研究において、地理歴史班は、かつて地元下関市の企
業が盛んに取り組んだ捕鯨をテーマに研究していま
す。６月５日（木）の授業において、鯨肉の加工・卸
売りなどに携っておられる下関市垢田町の株式会社東
冷を訪問し、取締役社長 石川 真平 様にインタ
ビューをすることができました。株式会社東冷は、鯨
肉の加工・卸売に加え、通販サイト「関太郎印のクジ
ラ専門店」を運営し、直接消費者にも販売されていま
す。ウェブページには、商品の紹介だけではなく鯨肉
の栄養素や捕鯨の歴史なども紹介されています。 
インタビュー当日は、石川様に鯨肉加工・販売の現

状やくじら食文化について質問しました。石川様からは、「東
冷の取引先としてはスーパーなどの小売店が多いが、業界と
しては飲食店なども考えられる。鯨肉は、多くの方々に幅広
く流通させるというよりも、くじら食を希望する方々に届け
れるように販売している」とのことでした。 
また、通販サイトに示してあるように、鯨肉は高タンパク、

低カロリー、低脂質であることを教えていただくとともに、
インタビューの最後には鯨肉を試食させていただきました。 
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一般社団法人日本環境化学会が主催する
第２０回高校環境化学賞に、表に示した探
究科３年次の３つの研究班が、昨年度の発
展探究の授業で取り組んだ課題研究の成果
をまとめた論文を出品しました。本コンテ
ストは、高校生がクラブ活動や探究活動な
どで取り組んでいる環境問題をテーマとし
た調査、研究活動を対象としたものです。日
本環境化学会において、市民交流プログラム
を推進してこられた 松居 正巳 先生の
遺志を受けて、高校生の環境保全につながる
研究活動を表彰してこられました。 
このたび出品した論文の一つである公民

１班の「くずが力ずくで冷やしてみた」は、
つるを伸ばして成長する植物である葛（く
ず）を利用してグリーンカーテンの作製を提
案したものです。葛は、和菓子や料理に使用する葛粉や漢方薬の原料となる植物ですが、
繁殖しやすく駆除が難しい植物としても知られています。研究においては、葛をプランター
に植え替えても成長することを確かめるとともに、モデル実験により、グリーンカーテン
を用いた場合の消費電力の削減量を求めました。 
残念ながら、３作品とも入賞には届きませんでしたが、それぞれの論文に対して講評を

いただくことができました。いただいた講評を生かして、研究をより一層深めてください。 

 

 

令和７年度の旭陵祭の前日である６月６
日（金）に旭陵文化講演会が開催されました。
この講演会は、本校の同窓会である旭陵同窓
会が主催するもので、本校のＯＢやＯＧの
方々を講師としてお迎えし、開催されます。
今年度は平成元年に本校を御卒業（第６６
期）された 秋葉 良和 様をお迎えし御講
演いただきました。秋葉様は、大学を卒業さ
れたのち、三井物産株式会社の食料部門で、
中国やアジア、欧州との国際営業・輸出入に
１４年間携われました。三井物産株式会社を
退社されたのち、日本企業が海外の市場に参
入するためのサポートを行う株式会社Ａ－ｃｏｍｍｅｒｃｅ（エ－コマース）を起業されるとと
もに、イタリアに現地法人を立ち上げられるなど幅広く活躍されています。 
このたびの講演のテーマは、「世界レベルでものごとを捉えよう！－世界と日本のＧＡＰ

を正しく理解するヒント－」で、各国の人口やＧＤＰを比較しながら、それぞれの国におい
て、どのような商品がどの程度の価格で売れたのか紹介されるとともに、売り上げが伸び
た原因を考察するためのキーワードを教えていただきました。さらに、海外との取引にお
いては、契約書を取り交わすことが重要で、Ａ－ｃｏｍｍｅｒｃｅはそのサポートを行うために起
業したと述べられました。 
秋葉様は、大学受験では十分な成果を残すことができなかったと述べられましたが、だ

からこそ得られたチャンスがあったことを、実体験をもとにお話しいただきました。みな
さんも、お聞きしたお話をしっかり生かしてチャンスを掴んでいくことができるよう努力
してください。 
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